
 

みえ福祉第三者評価結果 

① 第三者評価機関名 

株式会社経営志援 

 

② 施設・事業所情報 

名称：名張西保育園 種別：保育所 

代表者氏名：園長 竹島 美加子 定員（利用人数）：１５０（１３１）名 

所在地：三重県名張市南町５０６番地                        

TEL：０５９５－６３－０５７７ ホームページ： 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日：平成２２年４月 

経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 弘仁会 

職員数 常勤職員：   ２１名 非常勤職員：  ２７名 

専門職員 保育士：     ３４名  

調理師：      ４名  

  

施設・設備

の概要 

乳児室：     ４室 調理室 

保育室：     ６室  

 

③ 理念・基本方針 

【法人理念】 

子どもたちの伸び行く可能性と笑顔あふれる未来のためにサポートします 

【保育園理念】 

一人ひとりの子どもの発達に寄り添い心身ともに健やかに育てます。 

（１）子どもの主体性や人権を尊重した保育をします。 

（２）健康安全で情緒の安定した生活ができる環境を整えます。 

（３）自己を発揮できる環境を整え一人ひとりの発達や個性を伸ばします。 

（４）子どもの成長の喜びを保護者と共有し養育力の向上につながる保護者への支援

を行います。 

（５）地域の子育て家庭への情報の提供を行い地域のネットワークにより全ての子ど

もの福祉の増進を図ります。 

【基本方針】 

・受け止められる心地よさを感じ自分自身を大切にしようとする子どもの育成 

・充実した気持ちで意欲を持って生活しようとする子どもの育成 

・健康に関心を持ち、命を大切にする子どもの育成 

・友だちとつながりあえる力を持った子どもの育成 

・自分で考えて行動しようとする子ども、色々な体験をし感性豊かな子どもの育成 

 



④ 施設・事業所の特徴的な取組 

・週 1回、少人数の異年齢グループになり様々な活動をしている。頼れる人がいる安

心感と頼られるうれしさを感じながら意欲と自信を持つことで、人に対していたわり

や優しい心を育み、心の成長へとつなげている。 

・サッカー教室やスポーツ教室、散歩、山登り等計画的に取り入れ、一人ひとりの発

達に合わせた体力づくりに取り組んでいる。また、園庭（乳児用園庭含む）は自然豊

かな造りで、伸び伸びと創造性や観察力、探求心を養うことができる遊びを生活の中

に取り入れている。 

・未就園児の園庭開放を定期的に実施し、地域の子育てママの交流の場を作っている。

一時預かり保育事業の実施と子育て支援サークルへの参加、地域の行事やお祭りの参

加、高齢者福祉施設への訪問、園の行事へ地域住民を招き交流を図るなど地域との関

わる機会を多く設けている。また、安心して休日も働ける保育サービスとして市内唯

一の休日保育を実施している。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和２年４月１５日（契約日） ～ 

令和３年１月１４日（評価結果確定日） 

受審回数(前回の受審時期）       １回（平成２３年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

【園長のリーダーシップ】 

 園長は、職員の意見を取り入れた園の運営を目指しており、幼児部会や幼児部会

などの会議に積極的に参加し、職員の意見の把握に努めている。また、園長として

の役割や責任、大切にしていることを会議や園だより、広報誌を通じて職員や地域

ならびに保護者に表明し、周知を図っている。経営状況や地域の育休明けの母親の

人数を把握し、職員配置や定員を増やすなどの対応に積極的に取り組み実行する姿

勢から、リーダーシップを発揮していると評価できる。 

 

【保護者が意見を述べやすい環境】 

 行事ごとのアンケートのほか、毎年利用者満足度アンケートを実施している。ま

た、クラス懇談会や個人懇談会など保護者の意見を聴く機会を多く設けている。特

に意見箱を職員から見えにくく保護者からは見えやすい場所に設置し、実際に活用

されていることは評価できる点となっている。アンケートや意見に対して迅速に対

応、保護者にフィードバック、改善に繋げていることが記録から確認できた。  

 

【地域との関わりと地域貢献活動】 

 地域が河川の浸水災害エリアとなっており、地域の民生委員や区長との連携を密

に図っている。地域の防災訓練は日曜日のため参加は難しいが、民生委員や区長が

園の様子を見にきたり、何かあれば連絡が入る体制となっている。また、河川の清



掃活動や「川をきれいにしましょう」という目的のもと行われる環境保護活動とし

て鮎の放流イベントやダムの竣工式に園児が参加する活動は特徴的な取組となって

いる。また、地域の子育てママの保育ニーズに応えるべく、一時預かりや園庭開

放、市内で唯一の休日保育などを実施している。 

 

◇改善を求められる点 

【事業計画の策定】 

 今後の園の方向性を明確にするため、法人及び園の中・長期計画、中・長期計画

に基づいた単年度事業計画の策定が望まれる。人材確保や地域の福祉ニーズに基づ

いた具体的な活動、第三者評価結果に基づいた具体的な改善内容を計画に盛り込ま

れたい。また、事業計画の達成に向けた活動の進捗状況を可視化するため、数値目

標を設定されると良い。 

 

【標準的な実施方法の文書化】 

 保育の手引きを保育の手順として作成しているが、乳児のみならず幼児の手順書

の作成に期待したい。年度初めに手順の見直しを行っているが、権利擁護やプライ

バシー保護の視点に留意した手引きとなることに期待したい。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受け、自己評価に基づく結果を頂き、これまで当たり前にしていた日

常的な保育に大きな刺激を頂き、改めて自分達の評価の甘さに気付くことができま

した。法人との連携をこれまで以上に密にし、保育園の保育全般の見直しをしたう

えで 3～5年を見通した中期・長期計画をしっかりたて、日々の保育に一人ひとりが

目標を持ち希望と夢に向かって取り組んでいける保育園運営を目指していきたいと

思います。その意味でみんなの意欲を結集して、今後共通の目的意識を持ち協力体

制を築いていけるチャンスとさせていただけたことに感謝申し上げます。 

 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 

 

 

 

 


